様式３
リハビリテーション部門の概要
１　リハビリテーション部門の概要

	職種
	リハビリ専門医
	認定臨床医
	理学療法士
	作業療法士
	言語聴覚士

	人数
	常勤
	
	
	
	
	

	
	非常勤
	
	
	
	
	

	職種
	医療ソーシャルワーカー
	看護師
	その他
	合計

	人数
	常勤
	
	
	（　　　　　　　　　 ）
	

	
	非常勤
	
	
	（　　　　　　　　　 ）
	


　（注）１　申請書提出日の属する月の初日現在の人数を記入すること。

　　　　２　「その他」については、（　）に具体職種を記入すること。

２　指導的役割を担うリハビリ専門職員の活動状況について

	職種
	勤務年数
	所属学会名
	参加研修会名
	学会発表・論文発表

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　（注）１　「リハビリ専門職員」とは、リハビリ専門医、認定臨床医、運動器リハビリテーション医、
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士及び医療ソーシャルワーカーをいう。

　　　　２　「勤務年数」欄は、他の医療機関等での勤務年数も含めて記入すること。

　　　　３　「所属学会名」欄は、所属している全国規模の学会を全て記入すること。

　　　　４　「参加研修会名」欄は、過去５年間に参加した全国規模の研修会を記入すること。多い場合は直近のもの２つ程度で可。（記載例：○年○月○○研修会）

　　　　５　「学会発表・論文発表」欄は、学会発表の場合は、学会名、開催年月及び演題を記入し、論文発表の場合は、掲載雑誌名、発表年月及びテーマを記入すること。多い場合は直近のもの２つ程度で可。（記載例：○年○月○○学会「○○（演題）」）

　　　　６　記入欄が足りない場合は、別紙を用いて記入すること。
３　リハビリテーション等の実施内容について

	項　目
	内　　　容
	項　目
	内　　　容

	運動療法
	１　実施中　２　未実施
	訪問看護指導
	１　実施中　２　未実施

	作業療法
	１　実施中　２　未実施
	住宅改修指導
	１　実施中　２　未実施

	物理療法
	１　実施中　２　未実施
	退院指導
	１　実施中　２　未実施

	ＡＤＬ訓練
	１　実施中　２　未実施
	家族への指導
	１　実施中　２　未実施

	訪問リハ指導
	１　実施中　２　未実施
	患者指導
	１　実施中　２　未実施

	他(　　　　 )
	１　実施中　２　未実施
	他(　　　　 )
	１　実施中　２　未実施


　（注）　該当する番号を○で囲むこと。
４　他の施設・機関との連携の有無について

	項　　　　　目
	有　　　無

	一般病院や診療所からのリハビリテーション関係についての相談への対応
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	介護老人保健施設（併設又は同一法人のものは除く）への退院後の入所等の連絡
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	訪問看護ステーション（併設又は同一法人のものは除く）への訪問看護の依頼
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	在宅介護支援センター（併設又は同一法人のものは除く）又は地域包括支援センターへのケースに関する相談又は退院時情報の提供
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	デイサービスセンター（併設又は同一法人のものは除く）等の福祉施設への連絡
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	保健所へのケースに関する相談の対応又は保健所が開催する会議等への職員の出席
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	福祉事務所へのケースに関する相談の対応又は福祉サービス連絡調整会議等への職員の出席
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	市町村へのケースに関する情報提供又は市町村が開催するケースカンファレンス等への職員の出席
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	市町村が実施している介護予防事業への理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の派遣（地域ケア会議や通いの場等）
	１ 有  ２ 無　３ 予定

	自機関（施設）が開催するケースカンファレンス等への関係機関（併設又は同一法人のものは除く）の職員の招へい
	１ 有  ２ 無　３ 予定


　（注）１　該当する番号を○で囲むこと。

　　　　２　今後指定を受けた場合に、対応可能な体制がある場合は「３　予定」を○で囲むこと。
５　評価会議の実施状況について

	項　　　目
	内　　　　　　　容

	実施の有無
	１　全ケース実施　　２　ケースにより実施　　３　未実施

	実施の時期
	１　リハビリ開始時期のみ　　２　リハビリ開始時及び終了時

３　必要に応じ実施　　　　　４　定期的に実施（　　か月ごと）

５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実施の内容
	１　関節可動域や筋力、麻痺の程度などの身体機能の評価

２　起きあがり、立ち上がり、歩行などの基本動作の評価

３　食事、更衣、整容、排泄などの日常生活動作の評価

４　不安や抑うつなどの精神機能の評価

５　意欲や社会性などの評価

６　記憶、見当識、問題行動などの認知症の評価

７　失行、失認などの高次脳機能障害の評価

８　失語、構音障害などの言語機能の評価

９　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　（注）１　該当する番号を○で囲むこと（複数可）。

　　　　２　「評価会議」とは、自機関（施設）内で関係職種が集まってケースカンファレンスを開催するなど患者の障害程度及び患者への対応を多面的に検討する会議をいう。
